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関
西
大
学
国
文
学
会
彙
報

一
、
平
成
29
年
度
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
年
間
行
事
（
一
部
予
定
）

平
成
29
年
6
月
20
日
㈫　

二
年
次
生
文
楽
鑑
賞
教
室 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於 
国
立
文
楽
劇
場
）

　
　
　
　

7
月
15
日
㈯　

第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

　
　
　
　

10
月
26
日
㈭
～
27
日
㈮　

三
年
次
生
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於 

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
高
岳
館
）

　
　
　
　

11
月
30
日
㈭　

院
生
合
同
学
術
研
究
会

　
　
　
　

12
月
2
日
㈯　

第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
お
よ
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
真
一
教
授
特
別
講
演
会
（
後
掲
）

平
成
30
年
1
月
27
日
㈯　

第
一
回
プ
レ
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
10
日
㈯　

第
二
回
プ
レ
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
19
日
㈪　

新
二
年
次
生
対
象
専
修
別
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
文
学
会
主
催
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
併
催
）

二
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

平
成
二
十
九
年
七
月
十
五
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会　
　

場　

文
学
部
第
一
学
舎　

第
五
号
館 

Ｅ
棟 

四
○
二
教
室

研
究
発
表

　
「
古
事
記
に
お
け
る
「
耶
」・「
哉
」・「
乎
」・「
歟
」」

�

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

陳　
　
　

韻

　
「
吉
屋
信
子
『
空
の
彼
方
へ
』
に
お
け
る
〈
久
遠
の
女
性
〉

�

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

木
下　

 

響
子

　
　

�「
宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
論 

―
シ
ャ
ー
マ
ン
の
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
物
語｣    

�

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程  BERCEA

 A
D

RIA
N

講　
　

演

　
「
万
葉
集
研
究
と
統
計
学
」 �

本
学
教
授　

村
田
右
富
実

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
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会　
　

場　

文
学
部
第
一
学
舎　

第
一
号
館　

Ａ
三
○
一
会
議
室

研
究
発
表

　
「
其
蜩
庵
杜
口
発
句
集
」
に
つ
い
て

�

本
学
大
学
院
聴
講
生　

奥
野  

照
夫

　
「
谷
崎
潤
一
郎
「
台
所
太
平
記
」
論

　
　

―
食
を
媒
介
と
し
た
女
中
磊
吉
と
の
交
流
」

�
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

猪
口　

洋
志

　
「
安
部
公
房
「
事
業
」
論

�

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程　

顧　
　

琦
淵

　
「
今
川
了
俊
自
筆
資
料
に
見
ら
れ
る
用
字
法

　
　

―
『
厳
島
詣
記
』
の
場
合
―
」

�

神
戸
市
立
高
等
専
門
学
校
准
教
授　

林
田　

定
男     

講　
　

演

　

｢

俳
諧
時
間
論｣  �

本
学
教
授　

藤
田　

真
一

                                                

三
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会 

発
表
要
旨

　

な
お
、
成
稿
し
、
本
号
に
掲
載
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
七
月
十
五
日
）

研
究
発
表

　
「
古
事
記
に
お
け
る｢

耶
」・｢

哉
」・｢

乎
」・｢

歟｣

」�

陳　
　
　

韻

　
（
本
号
掲
載
）

　
「
吉
屋
信
子
『
空
の
彼
方
へ
』
に
お
け
る
〈
久
遠
の
女
性
〉｣

�

木
下  

響
子

　
（
本
号
掲
載
）

　
　
「
宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
論 

―
シ
ャ
ー
マ
ン
の
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
物
語｣  �

BERCEA
 A

D
RIA

N

　
（
本
号
掲
載
）

講　

演

　
　
「
万
葉
集
研
究
と
統
計
学
」  �

村
田
右
富
実

　

文
学
研
究
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
そ
れ
ほ
ど
親
和
性
が
高
く
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ま
で
こ
の
分
野
に
お
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
の

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
文
学
研
究
が
、
そ
の

表
現
媒
体
で
あ
る
文
字
を
使
っ
て
論
文
を
記
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以

上
、
そ
こ
に
研
究
対
象
と
研
究
媒
体
と
の
癒
着
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
こ

の
点
に
無
意
識
だ
と
研
究
論
文
と
い
う
名
称
の
感
想
文
が
出
来
上
が
っ
て
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し
ま
う
。
こ
の
自
家
撞
着
を
可
能
な
限
り
避
け
る
た
め
、
多
変
量
解
析
を

用
い
て
、
万
葉
和
歌
の
解
析
を
続
け
て
い
る
。

　

今
回
は
、
二
十
巻
か
ら
成
る
『
万
葉
集
』
の
巻
毎
の
一
般
性
と
特
殊
性

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
字
余
り
句
を
含
む
歌
を
除
外
し
て
、
短
歌
を
三

一
の
音
の
羅
列
と
し
て
把
握
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
、
三
八
八
四
句
存
在

す
る
初
句
中
、
最
後
の
音
が
「
の
」
の
句
は
一
二
二
一
句
で
あ
り
、
全
体

の
三
一
％
に
の
ぼ
る
。
一
方
、
第
二
句
の
最
後
の
音
が
「
わ
」
は
一
句
し

か
な
い
。
三
一
の
音
の
羅
列
は
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
る
こ

と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
デ
ー
タ
化
し
、

1Class Support V
ector M

achine

と
呼
ば
れ
る
多
変
量
解
析
の
手
法

と
超
幾
何
分
布
に
よ
る
統
計
仮
説
検
定
を
利
用
し
て
、
解
析
し
た
。

　

結
果
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
を
区
別
し
な
い
場
合
、
巻
十
四
（
東
歌
）

と
巻
十
六
と
が
一
般
的
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
巻
十
六
は
字
音
語

が
多
く
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
一
般
的
と
は
い
え
な
い
歌
の
素
材
が
目
立
つ

こ
と
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
は
得
心
の
行
く
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
特
殊
仮
名
遣
い
を
区
別
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

解
析
す
る
と
や
は
り
巻
十
四
と
巻
十
六
が
一
般
的
で
は
な
い
と
い
う
結
果

と
な
る
。
当
時
か
ら
こ
の
二
巻
は
一
般
的
で
は
な
い
巻
と
し
て
把
握
さ
れ

て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、

巻
七
、
巻
十
二
が
過
度
に
一
般
的
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
万
葉
短
歌

の
典
型
的
な
音
調
は
巻
七
や
巻
十
二
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
今
後
、こ
の
解
析
を
中
古
以
降
の
歌
集
に
も
応
用
し
、

古
典
和
歌
全
体
の
一
般
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
解
析
結
果
の
詳
細
は
『
全
国
大
学　

文
学
・
語
学
』（
二

二
〇
号
／
二
〇
一
七
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
併
読
を
乞
う
。

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
十
二
月
二
日
）

研
究
発
表

　
「
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵『
其き

蜩ち
ょ
う

庵あ
ん

杜と

口こ
う

発ほ
っ

句く
し
ゅ
う集

』に
つ
い
て
」

�

奥
野　

照
夫

　

こ
の
小
論
は
神か

ん
ざ
わ沢

貞さ
だ

幹も
と

（
宝
永
七
年
・
一
七
一
〇
生
、
寛
政
七
年
・
一

七
九
五
年
二
月
十
一
日
没
、
八
十
六
歳
。
以
下
杜
口
と
称
す
る
）
の
発ほ

っ

句く
し
ゅ
う集

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。　
　

杜
口
は
江
戸
時
代
中
期
の
随
筆
家
で
、『
翁
草
』
二
百
巻
の
作
者
で
あ

り
、
又
俳
人
で
も
あ
っ
た
。
杜
口
は
十
一
歳
の
時
神
沢
家
に
養
子
と
し
て

入
る
が
、
杜
口
に
関
す
る
資
料
は
『
近
世
畸
人
伝
』（
伴
藁
蹊
編
）
か
、

杜
口
自
筆
の
『
翁
草
』
し
か
な
く
、
神
沢
家
は
と
も
か
く
、
生
家
の
入
江

家
に
つ
い
て
は
殆
ど
判
っ
て
い
な
い
。
講
談
社
の
『
日
本
人
名
大
字
典
』

に
は
大
坂
生
ま
れ
と
あ
る
。（
墓
所
は
慈
眼
寺
・
京
都
市
上
京
区
出
水
通
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七
本
松
東
入
七
番
地
）

杜
口
は
長
じ
て
神
沢
家
の
娘
と
結
婚
し
、
二
十
五
歳
の
頃
養
父
の
後
を

継
い
で
、
京
都
町
奉
行
所
東
方
の
與
力
と
な
る
。
二
十
年
程
務
め
た
四
十

四
歳
の
時
、
妻
香
春
院
の
死
の
直
後
、
奉
行
職
を
養
子
（
末
娘
民
子
の
夫
）

に
譲
っ
て
隠
居
生
活
に
入
る
。

　

隠
居
後
、
娘
一
家
と
は
別
居
し
自
由
に
囲
碁
、
俳
諧
、
謡
曲
、
歌
舞
伎

等
の
趣
味
を
楽
し
む
。
四
つ
の
趣
味
の
中
で
も
、
十
歳
の
時
兄
卜
志
（
入

江
家
）
の
手
引
き
で
始
め
た
俳
諧
を
最
も
好
ん
だ
よ
う
で
、
終
生
俳
諧
を

詠
み
そ
の
傍
ら
『
翁
草
』
そ
の
他
を
書
く
。

　

杜
口
の
句
集
と
し
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、古
希
記
念
集『
ふ

た
り
づ
れ
』
乾
坤
（
上
下
）
二
巻
二
冊
、
そ
の
付
録
『
や
せ
牛
』
で
、
そ

の
中
に
百
二
十
句
餘
り
、
其
の
他
『
万
国
燕
』
等
の
句
集
を
合
わ
せ
百
四

十
句
程
が
知
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
『
其
蜩
庵
杜
口
発
句
集
』
は
、
杜
口
七
十
四
歳
の
時
に
作
ら
れ
て

い
る
が
、
七
百
五
十
を
超
す
句
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
百
四
十
句
の
中
の

重
複
句
、
十
一
句
を
差
し
引
い
て
七
百
四
十
三
句
が
新
し
い
句
で
あ
る
。

句
数
の
多
さ
も
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
『
其
蜩
庵
杜
口
発
句
集
』
は
珍
し

く
横
版
で
書
か
れ
、
又
そ
の
殆
ど
の
句
に
多
く
の
前
書
き
が
書
か
れ
て
い

る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
前
書
き
に
は
当
時
の
多
く
の
俳
人
の

名
前
や
俳
諧
活
動
の
様
子
が
、
又
当
時
の
京
、
大
阪
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。『
ふ
た
り
づ
れ
』
が
や
や
公
式
な
俳
諧
集
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ

の
句
集
は
杜
口
の
私
的
な
日
記
の
よ
う
な
も
の
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
杜
口
の
素
顔
が
よ
く
判
り
、
こ
れ
ま
で
の
杜
口
観
を
変
え
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
杜
口
の
句
風
は
貞
門
系
の
初
期
俳
諧
の
句
風
を
残
し

て
お
り
、
風
雅
な
句
と
は
言
い
難
い
。
句
集
と
し
て
は
一
級
と
は
言
え
な

い
が
、
資
料
と
し
て
は
一
級
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　
　

�「
谷
崎
潤
一
郎
「
台
所
太
平
記
」
論
―
食
を
媒
介
と
し
た
女
中
と
磊

吉
と
の
交
流
」   �

猪
口　

洋
志

　
　
（
本
号
掲
載
）

　
　

�「
安
部
公
房
「
事
業
」
論
―
―
「
私
」
の
事
業
が
拡
大
し
つ
づ
け
る

理
由
に
つ
い
て
」    �

顧　
　

琦
淵

　
「
事
業
」
は
同
人
グ
ル
ー
プ
「
世
紀
」
で
つ
く
っ
た
グ
ル
ー
プ
内
で
の

み
流
通
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
世
紀
群
』
第
四
冊
目
と
し
て
昭
和
25
年
11

月
頃
発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。

　
｢

事
業
」
だ
け
で
ま
と
め
ら
れ
た
作
品
論
が
ま
だ
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

先
行
研
究
は
主
に
テ
キ
ス
ト
の
一
部
だ
け
を
取
り
上
げ
、「
私
」
の
言
動

に
注
目
し
、「
私
」
を
通
し
て
あ
る
種
の
人
間
あ
る
い
は
社
会
に
対
す
る

批
判
と
捉
え
て
き
た
。「
私
」
が
ど
う
し
て
誰
に
も
止
め
ら
れ
る
こ
と
な
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く
そ
の
恐
ろ
し
い
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
と
い
う
先
行

論
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
こ
そ
が
作
品
「
事
業
」
の
解
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
最
大
の
謎
で
あ
る
。

　

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
原
料
が
ま
だ
鼠
肉
だ
っ
た
頃
、
事
業
家
の
「
私
」
は
原

料
の
こ
と
を
世
間
に
隠
し
て
い
た
。
そ
し
て
人
肉
に
切
り
替
え
て
は
じ
め

て
、
原
料
の
秘
密
が
隠
せ
な
く
な
り
、「
私
」
の
行
い
は
世
間
の
道
徳
観

念
と
衝
突
し
、
反
発
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
私
」
は
そ
の

政
府
も
動
か
せ
る
ほ
ど
経
済
力
で
少
し
ず
つ
社
会
の
仕
組
み
、
法
律
や
倫

理
観
な
ど
を
変
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
は
人
の
意
思
を

意
の
ま
ま
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
世
界
を
完
全
に
支
配
す
る
と
い
う
恐
ろ
し

い
目
標
へ
着
々
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
私
」
は
ど
う
し
て
誰
に
も
止
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
恐
ろ
し
い
事

業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
本
発
表
は
テ
キ
ス
ト
を
最
初
か
ら

考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
問
題
を
解
明
し
た
。
つ
ま
り
「
私
」
の
よ
う

な
権
力
者
の
宣
伝
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
自
分
の
考
え
、
判
断
基
準
を
し
っ

か
り
も
つ
も
の
が
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
作
者
安
部
公
房
が
小
説

を
通
し
て
伝
え
よ
う
と
し
た
の
は
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
「
私
」
が

象
徴
す
る
あ
る
種
の
人
間
へ
の
批
判
で
は
な
く
、「
私
」
の
よ
う
な
人
間

の
こ
と
ば
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
を
し
っ
か
り
も
っ
て
、
自
分
で

物
事
の
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
「
今
川
了
俊
自
筆
資
料
に
見
ら
れ
る
用
字
法 

　
　
　

― 『
厳
島
詣
記
』
の
場
合 

―
」�

林
田  

定
男

仮
名
遣
い
の
歴
史
を
考
え
る
際
、藤
原
定
家
の
存
在
は
看
過
で
き
な
い
。

そ
し
て
、「
定
家
の
か
な
づ
か
い
／
定
家
か
な
づ
か
い
」
の
受
容
史
を
探

る
う
え
で
今
川
了
俊
は
等
閑
視
で
き
な
い
。
了
俊
は
、
定
家
の
子
孫
で
あ

る
冷
泉
為
相
・
為
秀
ら
の
歌
境
を
受
け
継
い
で
冷
泉
家
歌
学
を
体
系
づ
け

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
彼
の
著
作
『
言
塵
集
』
に
は
、
定
家
著
『
下
官
集
』

所
載
の
仮
名
遣
に
関
す
る
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
今
川
了
俊
は
「
定
家
の
か
な
づ
か
い
」
を
実
践
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
書
写
資
料
か
ら
特
定
の
人
物
の
用
字
法
を
抽
出
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
書
記
資
料
か
ら
は
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と

に
、
了
俊
筆
資
料
に
は
、
書
写
資
料
（『
源
氏
物
語
』）
の
み
な
ら
ず
、
書

記
資
料
（『
厳
島
詣
記
』）
も
現
存
す
る
。　

『
厳
島
詣
記
』で
は
、「
い
わ
を（
巌
）／
を
が
む（
拝
）／
を
な
じ（
同
）」「
さ

か
ゐ
（
境
）」「
こ
ゑ
（
越
）」
な
ど
の
例
が
散
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
了
俊
は
「
定
家
の
か
な
づ
か
い
／
定
家
か
な
づ
か
い
」
を
受
け

継
い
で
は
い
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
言
塵
集
』
の

記
述
は
了
俊
自
身
の
言
語
活
動
と
は
別
世
界
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
歌
学
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の
位
置
の
一
面
を
表
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
後
世
の
仮
名
遣
書
の
流
布
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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さ
ら
に
、「
仮
名
も
じ
づ
か
い
」（
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
）
に
つ
い
て
、

書
記
資
料
『
厳
島
詣
記
』
と
書
写
資
料
『
源
氏
物
語
』
と
を
対
象
に
比
較

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
主
用
仮
名
字
体
の
異
な
り
や
使
用
に
偏
り
の
見

ら
れ
る
仮
名
字
体
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
異
な
り
の
例
と
し
て
「
怒
／

奴
」「
衣
／
盈
」、
資
料
間
で
偏
り
の
見
ら
れ
た
例
と
し
て
は
「
者
／
婦
／

越
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
書
写
資
料
に
の
み
見
ら
れ
る
仮
名
字

体
「
阿
／
希
／
遣
」
な
ど
か
ら
は
親
本
表
記
の
一
端
が
窺
え
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
書
記
資
料
に
の
み
見
ら
れ
る
「
日
／
万
／
無
／
羅
／
恵
」
な
ど

の
仮
名
字
体
は
「
個
」
の
用
字
法
の
あ
り
よ
う
を
示
唆
し
て
い
る
。

な
お
、
本
研
究
は
、JSPS

科
件
費 JP17K

18500

「
用
字
法
に
お
け

る
個
と
継
承
に
関
す
る
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

講　
　

演

　
　
「
俳
諧
時
間
論
」    �

藤
田　

真
一

　

い
ま
や
「
俳
句
写
生
論
」
な
ど
と
声
高
に
唱
え
な
く
と
も
、
生
み
出
さ

れ
る
俳
句
は
お
の
ず
か
ら
“
写
生
俳
句
”
に
満
ち
て
い
る
。
わ
ず
か
の
例

外
を
除
い
て
、
流
儀
・
結
社
を
問
わ
ず
、
目
に
し
た
物
事
や
光
景
を
写
し

取
る
こ
と
が
俳
句
の
常
態
と
な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
た
か
が
十
七
文

字
の
俳
句
で
、
微
妙
な
情
感
や
千
変
万
化
す
る
風
景
を
描
き
だ
す
こ
と
は

難
渋
す
る
。
写
生
は
俳
句
の
宿
命
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
“
写
生
”
を
意
識
的
に
唱
え
出
し
た
の
は
、
明
治
の
子
規
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
か
れ
は
写
生
説
を
も
っ
て
、
俳
句
作
品
を
評
価
す
る
基
準
に

し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
に
則
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
た
蕪
村

俳
句
を
写
生
の
典
型
と
し
て
再
評
価
し
、
類
型
的
芭
蕉
流
を
月
並
調
と
し

て
退
け
た
。
そ
の
“
写
生
”
を
つ
き
詰
め
て
ゆ
く
と
、
目
前
に
見
え
た
物

事
の
瞬
時
を
切
り
取
っ
た
作
と
な
る
。

　

だ
が
そ
の
見
方
は
、蕪
村
論
と
し
て
正
当
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
蕪
村
に
も
、
純
粋
な
写
生
調
の
作
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ

と
は
否
定
し
え
な
い
。
と
は
い
え
、
蕪
村
の
発
句
を
味
わ
う
に
つ
け
、
む

し
ろ
時
間
的
発
想
に
大
い
な
る
特
徴
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ

の
見
解
は
、
い
み
じ
く
も
萩
原
朔
太
郎
に
よ
っ
て
つ
と
に
鋭
く
指
摘
さ
れ

て
い
た
（『
郷
愁
の
詩
人
与
謝
蕪
村
』）。

も
ち
ろ
ん
時
間
性
を
生
か
し
た
発
句
は
、
蕪
村
に
か
ぎ
ら
ず
、
芭
蕉
ら

の
作
品
に
も
看
取
し
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
表
面
的
に
は
あ
る
一
瞬
を

詠
じ
た
だ
け
に
見
え
る
句
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
な
か
に
時
間
的
俳
意
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
蕪
村
に
か
ぎ
っ

て
み
れ
ば
、
新
資
料
の
紹
介
や
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
時
間
性
を
取
り

こ
ん
だ
多
様
多
彩
な
手
法
に
よ
っ
て
、
自
在
な
俳
句
の
調
べ
を
生
み
だ
し

て
い
る
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
。

本
講
演
で
は
、
蕪
村
発
句
の
時
間
性
を
大
き
く
三
分
類
（
直
線
性
・
不
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均
等
な
経
過
性
・
俳
諧
的
作
為
性
）
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を

三
種
に
分
け
て
（
結
果
、
九
種
類
）、
蕪
村
調
俳
句
を
理
解
す
る
こ
と
を

試
み
た
。
そ
こ
か
ら
、
蕪
村
俳
句
の
特
質
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
蕪
村

な
ら
で
は
の
新
た
な
妙
味
が
感
じ
ら
れ
る
可
能
性
に
ふ
れ
た
。
俳
句
に
時

間
性
を
組
み
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
静
止
画
像
に
見
え
た
も
の
が
動
き
始

め
、
立
体
的
に
見
え
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
あ
る
種
の
“
物
語
”
が
生
ま

れ
る
契
機
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
わ
ず
か
一
時
間
だ
っ
た
が
、
そ
う
し
た

文
学
的
営
為
を
伝
え
よ
う
と
試
み
た
。

四
、
平
成
二
十
八
年
度 

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目

◇
平
成
二
十
八
年
度 

国
語
国
文
学
専
修　

卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

石
川　
　

舞	

吉
本
ば
な
な
「
キ
ッ
チ
ン
」
論

	

―
恋
愛
小
説
と
し
て
の
「
キ
ッ
チ
ン
」
―

小
田　

洋
介	

『
台
記
』
に
み
る
男
色
記
事

西
村　

寛
晶	

現
代
に
お
け
る
ヒ
ー
ロ
ー
像

安
芸
田
奈
々	

中
世
説
話
に
描
か
れ
た
飲
酒
と
酒

荒
尾　

奈
々	

室
生
犀
星
「
幻
影
の
都
市
」
論

	

―
構
と
女
性
像
に
見
る
自
伝
性
―

池
端　

千
夏	

百
姓
狂
言
盛
衰
史
一
考

板
野　
　

楓	

遠
藤
周
作
「
砂
の
城
」
論

	

―
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ノ
悲
歌
」
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―

井
田　

美
鈴	

谷
崎
潤
一
郎
「
途
上
」
論

	

―
推
理
小
説
作
家
と
し
て
の
谷
崎
―

井
上　
　

歩	

夕
霧
の
元
服
か
ら
見
る
源
氏
物
語
の
教
育
観

上
野
山
愛
香	

「
道
成
寺
」
に
み
る
女
性
像

	

―
『
法
華
験
記
』
か
ら
『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
ま
で
―
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梅
川　

朋
子	

「
職
人
歌
合
」
に
み
る
性
別
分
業

	

―
女
性
の
役
割
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
―

梅
木　

祐
輔	
梅
雨
に
降
る
五
月
雨

	
―
江
戸
か
ら
現
代
へ
の
移
り
変
わ
り
―

遠
藤　

友
紀	

川
端
康
成
「
母
の
初
恋
」
論

	

―
登
場
人
物
か
ら
見
る
川
端
の
恋
愛
観
と
願
望
―

大
西　

春
香	

『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
の
復
元
私
案

大
西　

真
子	

源
氏
物
語
に
お
け
る
女
性
―
六
条
御
息
所
論
―

大
野　

知
華	

「
孤
島
の
鬼
」
論
―
舞
台
「
孤
島
」
の
意
義
―

岡
崎　

加
奈	

源
氏
物
語
に
お
け
る
花
散
里
の
存
在
意
義
に
つ
い
て

岡
野
絵
里
子	

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
に
お
け
る
右
京
大
夫
と
藤
原
隆
信

に
つ
い
て

岡
村　

恭
子	

朝
顔
姫
君
の
人
物
造
型

岡
本
の
ど
か	

浄
瑠
璃
比
較
研
究
―
近
松
門
左
衛
門
と
紀
海
音
―

小
笠
原
明
穂	

谷
崎
潤
一
郎
「
西
湖
の
月
」
論

	

―
表
現
方
法
か
ら
読
み
取
る
西
湖
の
月
―

小
野　

夏
穂	

「
玉
水
物
語
」
成
立
に
関
す
る
一
考
察

	

―
異
本
「
紅
葉
合
」
と
の
比
較
を
通
し
て
―

金
園　

優
美	

「
文
学
に
お
け
る
狸
の
活
躍
」

	

―
い
か
に
し
て
狸
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
確
立
し
た
か
―

川
口　

聖
平	

紀
貫
之
の
歌
の
評
価

河
内　

美
穂	

志
賀
直
哉
『
暗
夜
行
路
』
論

	

―
謙
作
が
乗
り
越
え
た
運
命
―

河
村　

美
希	

灰
谷
健
次
郎
『
兎
の
眼
』
論

	

―
「
兎
」
に
表
わ
し
て
い
る
も
の
は
何
か
―

木
下
由
莉
華	

京
極
夏
彦
『
姑
獲
鳥
の
夏
』
論

	

―
「
ど
う
し
ょ
う
も
な
さ
」
に
つ
い
て
―

木
ノ
本　

哲	

西
尾
維
新
論
―
新
・
西
尾
維
新
―

木
村　

悠
花	

川
端
康
成
「
花
の
ワ
ル
ツ
」
論

	

―
西
洋
舞
踊
に
生
き
る
女
性
の
苦
悩
―

久
保
上
瑶
子	

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
男
性
貴
族
の
描
か
れ
方

	

―
清
少
納
言
の
男
性
観
―

蔵
本　

成
美	

夢
野
久
作
『
白
髪
小
僧
』
論

	

―
失
敗
作
を
超
え
た
久
作
の
理
想
の
世
界
―

黒
江　

友
理	

『
和
泉
式
部
日
記
』
成
立
事
情
か
ら
み
る
考
察

黒
川　

夏
美	

伊
勢
物
語
古
注
に
見
る
「
東
下
り
」

香
西
の
ど
か	

『
文
武
二
道
万
石
通
』『
鸚
鵡
返
文
武
二
道
』
と
寛
政
改
革

酒
井　

郁
美	

東
海
道
中
膝
栗
毛
の
笑
い

塩
屋　

円
香	

『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
の
構
造
か
ら
見
る
「
恋
」

	

―
巻
十
五
《
恋
五
》
を
中
心
に
―

白
井　

美
帆	

狐
と
火
―
「
火
生
土
」
の
観
点
か
ら
―

高
橋　

香
乃　

大
手
拓
次
詩
論
―
求
め
続
け
た
真
の
象
徴
詩
―



395

髙
畑　

美
月	

北
条
政
子
評
価
の
変
遷

龍
田　

広
美	

川
端
康
成
『
川
の
あ
る
下
町
の
話
』
論

	

―
風
俗
描
写
と
戦
後
へ
の
想
い
か
ら
み
る
作
品
の
価
値
―

北
岡　

耕
平	
『
今
昔
物
語
集
』
に
み
る
「
孝
」

	

―
親
子
関
係
か
ら
考
察
―

辻
川　

詩
乃	

『
今
昔
物
語
集
』
に
描
か
れ
る
女
た
ち
―
浮
気
す
る
妻
―

辻
本　

愛
美	

「
紫
の
上
」
の
人
物
像
を
紐
解
く

徳
迫　
　

遥	

『
今
昔
物
語
集
』
に
描
か
れ
る
蛇
性

鳥
居　

惠
太	

井
伏
鱒
二
「
屋
根
上
の
サ
ワ
ン
」
論

	

―
「
私
」
と
サ
ワ
ン
、
そ
の
孤
独
―

中
川　

葉
子	

ほ
と
と
ぎ
す
が
も
つ
印
象
の
変
遷

中
野　

璃
子	

光
源
氏
の
王
権
を
め
ぐ
る
神
話
論
的
考
察

西
岡
絵
梨
奈	

西
行
法
師
の
恋
歌
―
月
に
寄
り
添
っ
て
―

西
川　

侑
希	

『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
に
描
か
れ
る
女
性
性
を
持

つ
妖
怪
に
つ
い
て

西
澤
明
日
香	

横
溝
正
史
「
悪
魔
が
来
た
り
て
笛
を
吹
く
」
論

	

―
戦
争
が
も
た
ら
し
た
「
悪
魔
」
―

西
野　

遥
子	

遊
行
女
婦
と
遊
女
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て

新
田　

真
悠	

紫
文
考

二
瓶　

亜
耶	

梶
井
基
次
郎
論
―
影
が
表
す
内
面
―

野
中　

彩
奈	

「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
論

	

―
満
た
さ
れ
な
い
女
と
孤
独
を
抱
え
た
男
の
役
割
―

野
並　

利
文	

佐
藤
哲
也
『
熱
帯
』
論
―
現
代
版
イ
リ
ア
ス
―

濱
口　

沙
希	

恋
歌
か
ら
見
る
元
良
親
王

濵
﨑
ま
ど
か	

芥
川
龍
之
介
「
偸
盗
」
主
題
論

林　
　

健
一	

歌
枕
の
成
立
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

	

吉
野
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化

藤
井
南
海
子	

芥
川
龍
之
介
と
能
楽
の
世
界
考

藤
原
み
ず
き	

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
忠
快
赦
免
譚

古
川
貴
永
子	

田
山
花
袋
『
田
舎
教
師
』
論

	

―
『
田
舎
教
師
』
に
お
け
る
“
悲
劇
”
描
写
―

細
田　

柊
真	

寺
山
修
司
『
毛
皮
の
マ
リ
ー
』
論

	

―
蝶
か
ら
読
み
解
く
『
毛
皮
の
マ
リ
ー
』
―

益
川　

純
夏	

謡
曲
《
絵
馬
》
を
め
ぐ
っ
て

松
原　

未
奈	

『
雨
月
物
語
』
か
ら
考
え
る
上
田
秋
成
の
理
想
の
女
性
像

松
室　

重
哉	

伊
勢
集
冒
頭
物
語
的
部
分
再
考

	

―
諸
本
三
系
統
間
の
差
異
に
見
る
祖
本
継
承
の
方
向
性
―

皆
本
真
結
生	

『
好
色
五
人
女
』
に
お
け
る
「
お
せ
ん
」
と
「
お
さ
ん
」

の
比
較
考
察

三
村　

杏
子	

菊
池
寛
「
形
」
作
品
論

	

―
内
容
的
價
値
と
「
形
」
に
込
め
ら
れ
た
意
義
か
ら
人
間
と
人
生

を
考
え
る
―
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宮
崎　

滉
一	

「
見
越
し
入
道
」
論

	

―
伝
承
に
お
け
る
妖
怪
・
化
物
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
を
獲
得
す
る

過
程
に
関
す
る
考
察
―

三
代
地
春
奈	
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
対
の
上
」
の
意
義

森
田　

早
貴	

義
経
の
女
性
関
係
に
つ
い
て
―
『
義
経
記
』
を
中
心
に
―

矢
野
佳
奈
子	

『
花
の
町
』
論

	

―
改
稿
か
ら
探
る
、
戦
後
の
井
伏
鱒
二
の
想
い
―

山
下　

舞
子	

文
学
の
中
の
牛
車

山
本　
　

和	

村
上
春
樹
「
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
」

	

―
「
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
」
と
の
比
較
と
、
長
編
へ
の
変
化
―

吉
岡　

理
惠	

谷
崎
潤
一
郎
「
異
端
者
の
悲
し
み
」
論

	

―
「
は
し
が
き
」
か
ら
読
み
解
く
異
端
者
の
意
味
―

吉
田　

千
花	

猫
の
文
学
―
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
―

吉
原　
　

萌	

愛
染
明
王
―
尊
容
と
修
法
の
実
態
―

池
田　

幸
司	

石
門
心
学
に
お
け
る
謡
曲
に
つ
い
て

〈
国
語
学
〉

荒
川　
　

健	

明
治
期
の
沈
黙
記
号
の
位
置
に
よ
る
文
法
的
考
察

猪
塚　

由
樹	

岡
山
方
言
の
「
ど
け
る
」
と
関
連
動
詞
の
語
彙
体
系

加
来　

惟
子	

江
戸
時
代
の
漢
字
遊
び
に
つ
い
て

	

―
『
小
野
が
ば
か
む
ら
譃
字
尽
』
の
付
録
を
中
心
に
―

川
端　

千
尋	

日
本
語
学
習
者
が
多
用
す
る
「
丁
寧
体
＋
「
か
ら
」」
に

つ
い
て
の
考
察

河
本　

明
子	

驚
き
を
表
す
感
動
詞
の
歴
史
的
変
遷

川
本　

隆
史	

中
・
近
世
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
変
遷

	

―
合
戦
時
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
中
心
に
―

坂
本　

裕
香	

「
汝
」
の
意
味
変
遷
に
つ
い
て

	

―
神
を
彷
彿
と
さ
せ
る
理
由
と
そ
の
経
緯
―

清
水　

琢
視	

高
等
学
校
国
語
科
に
お
け
る
「
聞
く
こ
と
」
の
指
導

園
田　

真
央	

「
や
が
て
」「
お
っ
つ
け
」
の
意
味
変
化

髙
谷　

夏
那	

児
童
文
学
の
特
徴
的
な
表
現
の
由
来
と
使
用
実
態

竹
葉　

凪
沙	

日
本
人
の
名
字
に
基
づ
く
あ
だ
名
に
つ
い
て

中
川　

寛
之	

愛
媛
県
南
予
地
方
の
方
言
文
末
詞
「
テ
ヤ
」

中
谷　

一
陽	

中
世
末
期
の
男
性
一
人
称
代
名
詞
と
「
場
面
」
の
影
響

	

―
『
天
草
版
伊
曾
保
物
語
』『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
』
を
例
に
―

永
田　
　

淳	

新
語
と
流
行
語
の
そ
の
後

	

―
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
を
も
と
に
―

西
原　

明
穂	

「
自
然
」
の
意
味
変
化

長
谷
川
裕
子	

困
惑
を
表
す
感
情
語
彙
の
意
味
変
化

藤
井　

志
穏	

奈
良
県
方
言
「
オ
ト
ロ
シ
」
に
つ
い
て
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藤
原　

弘
子	

接
触
に
よ
る
新
た
な
方
言
圏
の
形
成

	

―
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
を
指
標
に
し
た
神
戸
・
加
古
川
方
言
圏
形
成

の
検
証
―

二
川　

桜
子	
広
島
県
大
崎
下
島
の
否
定
条
件
形
を
用
い
た
行
為
要
求
表

現
に
つ
い
て

松
嶋　

貴
文	

日
本
語
の
中
で
の
在
来
語
と
外
来
語
の
役
割

	

―
「
チ
ャ
ン
ス
」「
機
会
」「
好
機
」
を
め
ぐ
っ
て
―

三
原　

朝
香	

名
付
け
の
民
俗
誌

山
崎　

直
哉	

大
阪
に
お
け
る
動
詞
否
定
表
現
「
～
ヤ
ン
」
の
受
容
に
つ

い
て

　

◇
平
成
二
十
九
年
九
月
期 

国
語
国
文
学
専
修
卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

高
橋　

香
乃　

大
手
拓
次
持
論
―
求
め
続
け
た
真
の
象
徴
詩
―

　

◇
平
成
二
十
八
年
九
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

陳　
　

慧
慧	

『
宇
津
保
物
語
』
に
お
け
る
琴
と
中
国
文
化

　

◇
平
成
二
十
九
年
三
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

木
下　

響
子	

吉
屋
信
子
初
期
大
衆
小
説
三
部
作
に
み
る
女
性
の「
欲
望
」

	

―
〈
キ
リ
ス
ト
教
〉
と
〈
結
婚
〉
か
ら
―

宗　
　

逸
凡	

武
田
泰
淳
「
十
三
妹
」
論

	

―
作
中
の
民
族
問
題
を
中
心
に
―

瀧
倉　

朋
世	

小
式
部
内
侍
の
研
究

ベ
ル
チ
ャ
・
ア
ド
リ
ア
ン

	

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
み
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
痕
跡

	

―
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
中
心
と
す
る
解
釈
の
試
み
―

間
中
真
紀
子	

『
大
和
物
語
』
の
本
文
考

	

―
鎌
倉
期
の
古
筆
切
を
中
心
に
―

〈
国
語
学
〉

阮　
　
　

蕾	

断
り
表
現
の
日
中
対
照
研
究

築
谷　

隆
志	

メ
デ
ィ
ア
の
変
容
と
「
リ
ア
ル
」
の
意
味
変
化
の
関
係
性

辻
岡　

咲
子	

日
韓
に
お
け
る
依
頼
表
現
の
動
態

岩
佐　

実
彰	

萬
葉
集
に
お
け
る
多
音
節
仮
名
の
用
法

	

―
枕
詞
と
地
名
を
中
心
に
―

道
格
由
起
子	

「
ち
ょ
う
だ
い
」
を
中
心
と
し
た
依
頼
表
現
の
変
遷



398

　

◇
平
成
二
十
八
年
九
月
期　

博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

彭　
　

妍
蓁	
坂
口
䙥
子
文
学
研
究

　

◇
平
成
二
十
九
年
三
月
期　

博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

岩
田　

陽
子	

津
村
節
子
文
学
研
究


